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夏
目
漱
石
の
小
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
舞

台
・
松
山
は
、
四
国
随
一
の
都
市
で
、
松
山

城
郭
を
中
心
と
す
る
松
平
十
五
万
石
の
旧

城
下
町
で
あ
り
、
往
時
の
面
影
を
残
し
て
い

る
。
ま
た
、
東
域
に
は
古
く
か
ら
の
道
後
温

泉
が
湯
治
場
情
緒
を
醸
し
出
す
。

そ
ん
な
市
内
を
縦
横
に
結
ぶ
路
面
電
車

の
軌
道
線
と
郊
外
線
と
呼
ば
れ
る
鉄
道
線

を
持
つ
の
が
伊
予
鉄
道
で
あ
る
。

鉄
道
史
は
明
治
二
十
一
年
十
月
二
十
八

日
、
松
山
（
外と

が
わ側
を
経
て
現
・
松
山
市
）

－

三み

つ津
間
開
業
に
始
ま
る
。
同
二
十
五
年
に

は
、
三
津

－

高
浜
間
を
延
伸
開
業
し
、
高

浜
線
が
全
通
。
同
二
十
九
年
に
は
森
松
線

の
立
花
（
現
・
い
よ
立
花
）

－

森
松
間
が
開

業
・
全
通（
昭
和
四
十
年
廃
止
）、
同
三
十
二

年
に
は
平
井

－

横よ
こ

河が
わ
ら原
間
の
横
河
原
線
が

全
通
し
た
。
ま
た
、
同
三
十
三
年
に
は
道
後

鉄
道
・
南な

ん
よ予

鉄
道
を
合
併
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
路
線
を
道
後
線
、
郡ぐ

ん
ち
ゅ
う中

線
と
し
て
い
る
。

大
正
五
年
に
は
、
伊
予
水
力
電
気
と
合

併
し
、
伊
予
鉄
道
電
気
に
社
名
変
更
。
同

十
年
に
は
松
山
電
気
軌
道
を
合
併
し
、
路

文
・
藤
本
一
美

text by Kazum
i FUJIM

O
TO

藤本一美
首都大学東京・専修大学非常勤講師。日本地図学会会員。鳥瞰図・展望図資料室兼山岳情報資料室主宰。
近・現代の鳥瞰図絵師の作品収集と研究に精力的に取り組んでいる。著書に『旅と風景と地図の科学Ⅱ』（私家版 2006 年）、
最新刊に『展望の山50選 関東編』（東京新聞出版局）がある。
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線
の
改
軌
・
電
化
を
進
め
た
。

や
が
て
昭
和
十
七
年
、
配
電
統
制
令
に

よ
り
電
力
事
業
を
分
離
し
、
伊
予
鉄
道
電

気
は
解
散
。
鉄
軌
道
事
業
の
譲
渡
を
受
け

て
、
伊
予
鉄
道
と
し
て
再
発
足
し
た
。

初
三
郎
図
は
、
昭
和
二
年
春
完
成
の
作

品
で
あ
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
伊
予
鉄
道
電
気

社
長
・
井
上
要
氏
や
専
務
の
露
口
悦
次
郎

氏
ほ
か
の
協
力
と
、
伊い

よ
か
す
り

予
絣
王
・
田
内
栄
三

郎
氏
の
懇こ

ん
し
ょ
く嘱
に
、
い
つ
も
の
こ
と
だ
が
、
感

謝
の
こ
と
ば
（「
絵
に
添
へ
て
一
筆
」）
を
述

べ
て
い
る
。

大
胆
な
構
図
を
見
て
み
る
と
、
松
山
城

を
囲
む
市
街
地
を
中
央
に
配
置
し
、
市
内

か
ら
郊
外
に
縦
横
に
延
伸
す
る
赤
い
伊
予

鉄
道
の
軌
道
線
と
鉄
道
線
が
目
立
つ
。
電

車
も
の
ん
び
り
走
行
し
て
い
て
楽
し
そ
う
。

そ
の
左
上
に
は
道
後
温
泉
本
館
（
明
治

二
十
七
年
建
築
）
や
道
後
公
園
、
湯ゆ

じ
ん
じ
ゃ

神
社
、

湯
宿
な
ど
を
立
体
的
絵
図
と
し
て
表
現
。

左
端
に
は
瀬
戸
内
海
の
果
て
に
日
本
ラ
イ
ン

か
ら
富
士
山
、
東
京
へ
と
続
く
。
右
端
に
は

佐
田
岬
か
ら
豊
後
水
道
の
果
て
に
鹿
児
島
・

開
聞
岳
、
さ
ら
に
は
台
湾
、
南
洋
諸
島
ま

で
表
示
す
る
心
意
気
に
は
感
心
し
て
し
ま

う
ほ
ど
だ
。

嬉
し
い
の
は
、
秋
の
紅
（
黄
）
葉
の
色
合

い
は
少
な
め
だ
が
、
春
の
満
開
の
桜
は
ピ
ン

ク
色
で
花
盛
り
を
明
る
く
演
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
初
三
郎
充
実
期
の
作
品
の
一
つ
と

い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『松山道後名所図絵
［松山道後を中心とせる名所交通図絵］』
（昭和 2〈1927〉年春）
伊予鉄道電気株式会社　発行
犬山日本ライン蘇江の観光社　印刷

伊予鉄道株式会社
Iyo Railway Co.,Ltd.
創業：明治 20年 9月 14日
設立：昭和 17年 4月 1日
本社：松山市湊町４-４-１

　松山の外港である三津と松山を結ぶ鉄道の建設を決意し
たのが、創業者の小林信近である。小資本でも建設できる
鉄道として軌間762㎜の軽便鉄道を採用、四国で初めての
鉄道として松山－三津間を明治21年に開業。日本で2番
目に古い民鉄で、平成24年に創立125周年を迎えた。
　市民の生活路線である郊外線と呼ばれる鉄道線は、高浜
線、横河原線、郡中線の3線。路面電車は、主に松山城
を囲む環状線と道後温泉に向かう路線から成っている。軽
便鉄道時代に使用された蒸気機関車をディーゼル機関車と
して復元した「坊っちゃん列車」を運行、松山城、道後温泉
と並び、松山観光三本柱の一つとして人気を集めている。

明治以来の歴史を誇る路面電車と
地域の生活を支える鉄道 3路線
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伊予鉄道株式会社 路線図


